



























oA装着), ③挙上量8m, ④12皿(上･下顎OA装着とシリコン性バイトブロック装着), ⑤50%前方位, ⑥
最大前方位(上･下顎OA装着時上下OAとシリコン性バイトブロック装着)の6条件とした｡下顎運動記






























oA装着), ③挙上量8皿, ④12m (上･下顎OAとシリコン性バイトブロック装着), ⑤50%前方位, ⑥最大
前方位(上･下顎OA装着時上下顎OAとシリコン性バイトブロック装着)の6条件である｡
その結果,オトガイ青筋活動量は,すべての下顎位において仰臥位で座位よりも大きく,下顎前方移動量が
大きいほど大きく,さらに挙上量が大であるほど大きい値を示した｡呼吸量は,体位の変化による有意差が認
められたが,下顎位の変化による有意差は認められなかった｡また挙上量12mm時,下顎頭は閉口時においても
開口経路途上に位置していることが観察された｡
よって本研究から,挙上量の増加によりオトガイ舌筋活動が克進することが明かとなり,下顎前方移動量の
みならず挙上量を考慮することにより唆合や下顎位に対する影響が小さく,かつ効果の高いOAを作成しう
る可能性があることが示唆された｡すなわち本研究成果は, OSAS患者に対するOA治療の発展に大きく貢
献するものである｡
そこで本論文は,博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断するものである
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